
加古川市農業委員候補者の推薦状況（個人による推薦）【中間公表】

【推薦の状況】 ※個人の推薦による農業委員候補者の分類記号……農個
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　志方東営農組合（副代表理事）、行常地区農業団体

長を３年行い同時に加古川市農業委員を３年経験して

おり、数々の成果が出ており再推薦いたします。

　地区営農においては、地域計画に基づき、農地の集

約化、水稲・小麦の作付が難しい農地の畑地化（果樹

園）、れんげによる減農薬・減肥料の取組を行い、大

幅な収益改善成果が出ています。又担い手不足の将来

を見据えての省力化機械の導入を積極的に行い、自ら

率先垂範して作業にもあたっており候補者として適任

であり推薦いたします。

　行常地区農地集積・集約：畦畔の撤去（T型ブロッ

ク含む）３年間で23ヶ所実施により作業の効率化、草

刈の軽減と経費の節約ができました。現在も多面的を

利用しながら進行中です。（畑地化申請も承認済）地

域計画も一番に取組を行い承認されました。行常は担

い手が30代１名と50代１名が居まして作成がすぐにで

きました。よって放棄田は今の所発生していません

が、行常営農と担い手で対応する予定です。行常地区

全体の田・畑を行常営農と担い手３本柱で守って行き

ます。（約20ha）

　農業委員になり各地色々と現地調査・立会いをした

おかげで発見が多く視野が広がり勉強になる事が多く

有り良かったです。将来（10年後）的には、中山間地

域の衰退と過疎・限界集落問題が押し寄せて来ますの

で（行常はすでに限界集落）国は、スマート農法、大

規模化とか色々とかっこつけていますが、農業・農機

メーカーの縮小は避けられないのが現状です。
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